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緒言 
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近年宇宙開発において大きな転機が訪れようとしている．これまで国が主体となって進めていた

宇宙開発を民間企業が一端を担うことになったからである．最近では民間企業であるスペースＸ社

の開発したドラゴン宇宙船が ISSへの補給物資を輸送し，我が国においても打上げ業務が宇宙航空

研究開発機構から三菱重工業に移管されたことは記憶に新しいと思われる．そうした中で民間企業

や大学等が新規参入しやすい超小型衛星が注目を集めている．超小型衛星は従来の衛星に比べ，低

コストで開発・製造ができることや，試験を簡素化して開発期間を短くすることができるなど利点

がある．実際に九州工業大学の「鳳龍弐号」や鹿児島大学の「KSAT」など多くの大学で開発が進

んでいる．特に九州工業大学には各種環境試験を行う施設があり本衛星もそこで行った． 

 本研究においては，本大学で超小型衛星を開発・運用する「FIT-SAT1(図 1.1)」プロジェクトに参

加し衛星運用の一部と各種実験を担当することとなった． 

 

 

図 1.1 FITSAT-1 


